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1．背景と目的 

近年ヒートアイランド現象が局所的な温暖化として問題となっている．この現象は都市部の気温が周

辺部に比べて高温を示すことをいう．主な原因として考えられるのは人工排熱による影響，地表面によ

る影響，建築物による影響の 3つが挙げられる．本研究では都市部と郊外部の境界が明瞭である丘陵型

住宅団地を小規模都市とみなして，複数の団地を同時に連続して移動観測する．今回，共同研究者と合

わせて 8つの丘陵型住宅団地を観測し，比較していく．そして特に自動車や空調機器などの人間活動よ

り排出される人工排熱による影響に着目して解析，考察することを本研究の目的とする． 

 

2．観測と解析の方法 

対象の 8つの丘陵型住宅団地の内，五月が丘，花の季台，若葉台における観測を担当した．選定した

ルート沿いに 13 時開始と 20 時開始の 1 日 2 回，自家用車による移動観測(気温，気圧，湿度，緯度，

経度を 2秒間隔で記録)を行った．2016年 7月 29日～12月 16日の期間に 11日，合計 21回の移動観測

を実施した．ただし，その内 1 回は局地的な雨により観測を中断した．移動観測と同時に 23 号館屋上

で定点観測をして観測中の時間変化を補正した．高度補正は平均的な気温高度減率 6.5℃ km-1を用いて

気圧を 1000hPaに換算し補正した．移動観測ルートは約 150～200ｍに細分した区間で平均した．そして

各団地内で平均して最も低温となった区間を外縁基準と定め，そこからの気温差として各区間のヒート

アイランド強度を定義した．その結果を用いて団地規模による影響について比較し考察した．各団地の

人口，世帯数，人口密度は平成 22 年度国勢調査を使用し，交通量は各団地で最も交通量が多いと思わ

れる交差点で 2016年 11月 17日 13：30～14：30，20：00～21：00に 2回の交通量調査を実施した．さ

らに Google Mapの航空写真やストリートビューを使って各団地内の駐車可能台数を数えた． 

 

3．結果と考察 

20 回分の観測を平均し，典型的なヒートアイラン

ド強度を示した若葉台の結果を図 1に示す．全 20回

平均での各団地内の最大ヒートアイランド強度は五

月が丘 0.62℃，花の季台 0.35℃，若葉台 0.57℃であ

った．五月が丘については昨年度[1]とほぼ同様の場

所で最大のヒートアイランド強度が出現しており，

団地の中心部より進行方向に遅れて最大値が出現し

た．これは温度センサーの応答の遅れによるものと

考えられる．若葉台については団地の中央部全体に

高めのヒートアイランド強度が現れた．しかし，花の

図 1．若葉台のヒートアイランド強度分布(℃)．   

○印は外縁基準，矢印は移動方向を示す． 



季台については最大のヒートアイラン

ド強度が団地の出入口の区間に出現し

た．これは移動観測で団地に入る前に交

通量の多い道路を使ったため，団地外の

高温が影響した可能性がある．よって，

この影響が認められる区間は除外して

花の季台の最大ヒートアイランド強度

を求めた． 

そして図 2は，各団地の人口と最大ヒ

ートアイランド強度との相関を示す．こ

ちらは正の相関が確認できた．次に各団

地の駐車可能台数，昼の交通量と最大ヒ

ートアイランド強度との相関をそれぞ

れ図 3，図 4に示す．いずれも正の相関

が確認できた．人口，駐車可能台数，昼

の交通量が正の相関ということで，団地

規模すなわち人工排熱の差異によるヒ

ートアイランドの影響が確認できた．し

かし，夜の交通量とは無相関であった．

つまり日中のヒートアイランド強度に

は人工排熱の影響が大きいものの，夜間

は別の要因に依存するといえる．夜間の

ヒートアイランドは建築物などからの

輻射熱が放射冷却を妨げることが大き

く影響すると考えられており，交通量と

建築物の配置は直接関係しないためで

あろう．なお，8団地のうち 7団地にお

いて夜の方が昼よりも強いヒートアイ

ランド強度を示していたことも同様の

要因によるものといえる． 

 

4．まとめ 

 丘陵型住宅団地において検出可能な

ヒートアイランド現象が発生している

ことを確認することができた．そして，多くの団地でほぼ中央部で最大のヒートアイランド強度が出現

する気温分布を確認できた．ただし，花の季台のように団地外の影響が無視できないケースもあり，今

後移動観測を計画する場合は団地間の経路についても事前に配慮する必要があろう． 
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図 2．各団地の人口とヒートアイランド強度との相関． 

図 4．各団地の交通量とヒートアイランド強度との相関(昼)． 

図 3．各団地の駐車可能台数とヒートアイランド強度との相関． 


